
RC構造システム天井 H=30
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コンフォートテック株式会社
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検　  図担　  当 製　  図 図 面 番 号

天井厚　H=30 ※使用例： 押出法ポリスチレン保温板 t=20+化粧ロックウール吸音板 t=9

'14,07,29訂正
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※Z型下地プレート H=50～150

'16,08,10 化粧ホルダー･見切り材の板厚を0.4mm→0.35mmに変更
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'18,03,21 各部訂正

Tジョイナー：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

Z-80×80×50×1.6 L=150 亜鉛めっき鋼板

ストッパー：ガルバリウム鋼板 t=0.35

オープンスペーサー：ガルバリウム鋼板 t=0.8
Z-80×80×50×1.6 L=150 亜鉛めっき鋼板

オープンスペーサー：ガルバリウム鋼板 t=0.8 化粧ホルダー：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

Z-80×80×50×1.6 L=150 亜鉛めっき鋼板

オープンスペーサー：ガルバリウム鋼板 t=0.8

Z-80×80×50×1.6 L=150 亜鉛めっき鋼板

端部押え：ガルバリウム鋼板 t=0.4
ストッパー：ガルバリウム鋼板 t=0.35

+化粧ロックウール吸音板 t=9)
(押出法ポリスチレン保温板 t=20

化粧複合板 t=30

+化粧ロックウール吸音板 t=9)

(押出法ポリスチレン保温板 t=20

化粧複合板 t=30

+化粧ロックウール吸音板 t=9)
(押出法ポリスチレン保温板 t=20

化粧複合板 t=30

シンワシャービスφ4×13 @1,000以下
※ビス頭 タッチアップ

化粧複合板 t=30

(押出法ポリスチレン保温板 t=20

+化粧ロックウール吸音板 t=9)

ナベビス φ4×13 @1,000以下

シンワシャービスφ4×13 @1,000以下
※ビス頭 タッチアップ

ストッパー：ガルバリウム鋼板 t=0.35

ナベビス φ4×13 @1,000以下

ナベビス φ4×13 @1,000以下

シンワシャービスφ4×13 @1,000以下
※ビス頭 タッチアップ

ストッパー：ガルバリウム鋼板 t=0.35

ナベビス φ4×13 @1,000以下

ナベビス φ4×13 @1,000以下

ナベビス φ4×13 @1,000以下

'19,02,28 各固定ビス訂正

取合い見切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

取合い見切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

取合い見切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

925 @925


